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大気の流れの特徴と要因（模式図） 

2013年冬（前年12月～2月）の北～西日本の低温と北日本日本海側の大
雪をもたらした大気の流れの特徴と要因（模式図） 
灰色コンター：冬平均海面気圧 

東シベリア付近のブロッキングに
対応して上空の偏西風（寒帯前線
ジェット気流）は日本付近で南に蛇
行しやすかった（上空にしばしば
強い寒気が流入）。 
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暖かい海面水温、
少ない海氷 

積雲対流活発 

インド洋東部付近の活発な積雲対流活
動の影響で、上空の偏西風（亜熱帯
ジェット気流）が蛇行。日本付近では東
海上を中心に南に蛇行しやすかった。 

発達した
低気圧 

シベリア高気圧の南東への
張り出しが強く、また、日本の
北東海上でアリューシャン低
気圧が発達したため、北日本
を中心に冬型の気圧配置が
強かった。 
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平年と比べて極域で気圧が高く、一方ユーラシア大陸の
中緯度域では気圧が低くなり、中緯度域に北極の寒気が
流れ込みやすかった。これは、極域の海面水温が高かっ
たことや海氷が少なかったこと、 対流圏と成層圏の相互
作用が関連した可能性がある。 

寒気の流入 


